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日々の遊びの重要性
★延期を経て行われた運動会。大勢のお客様に見守られながら、子ども達も日頃の力を
存分に発揮することができました。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。
前号でもご紹介しました、「プロセス」を大切にしながら、子ども達が運動会練習等
に対し、できるだけ主体的に取り組めるように見守って参りました。競技や演技も、日
常の遊びや生活とつながりもち、日々遊び、挑戦する中で力をつけ、運動が好きになっ
ていくように計画をしました。
例えば、年長の障害物競争は、普段の遊びの中で「登る」ということをテーマの一つ
に挙げ、遊具としての「板登り」に毎日親しみ、挑戦を繰り返す中で、本番の障害物の
一つとなりました。また、棚田の周りを走り回る日常の姿から棚田周りをコースにしま
した。
年少の遊技も、普段から動物になりきり、動物の帽子を被って森の中をお散歩する活
動から、パンダの帽子を作って踊る「ナンダカンダパンダ」になりました。
一方、組体操やプレイバルーンなど、子ども達が主体的に関わる要素がやや少ない演
技もあります。これらは、各成長段階で、その時期に育ってほしい「幼児の姿」を思い
描きながら、設定をしております。
こうした日常の運動の重要性については、昨年もご紹介しましたが再掲します。
平成24年に文部科学省が策定した「幼児期運動指針」によると、幼児期には３０種類
を超える多様な動きの獲得が必要で、これは様々な遊びと生活経験によって促される」
としています。特に「大人が一方的に幼児にさせるのではなく、幼児が自分の興味や関
心に基づいて進んで行う事が大切」としています。例えば「鬼ごっこ」だけでも「歩く、
走る、くぐる、よける」など数種類の運動要素が含まれており、夢中になって遊んでい
るうちに、必要な経験を得ることができます。
普段から斜面を上り下りし、凸凹の野原を駆け回って遊ぶからこそ足腰が丈夫になる
のでしょう。今年も子ども達の大きな成長が見られた運動会でした。

年少 森でドングリ拾い
森の散歩が大好きな年少さん。森の絵本を読んでもらうと、今日もまたドングリを
探しに森へ！ 帰ってくるとドングリの名前を調べたり、数を数えたり、、、

年少 ラディッシュピザ クラスの畑で育てたカブを収穫してピザを作って頂きました！

きょうは、ゆ
いと先生が
焼きました！

おいしくでき
たよ！

いっぱい汚してごめんなさい！土の斜面で上り下り！お尻も汚れたけどみんな笑顔！



今、年中が大好きな遊び
思い思いのあそびが展開されている年中の様子を紹介します。今、年中さんの遊びは
正に三者三様。初めは３クラスとも「自然との触れ合い」からなる遊びでしたが、徐々
にクラスの特徴によって遊びも変化していき、やがて全く違った遊びに発展！ 子ども
の興味がや関心に保育者が寄り添い、関わっていくことで、そのクラスの子ども達１人
１人の遊びの趣向の違いや特徴が顕著に表れていきます。
園にお越しの際は、それぞれのクラス環境の違いを楽しんでいただければと思います。
以下に、最近夢中になっている遊びを２つ紹介します。

★色水遊び
●園庭で草花を摘み、ペットボトルに入れては振って色を出したり、香りを楽しむ。
（すごく臭いことも！）●プリンカップに様々な実や葉っぱを入れて色を出して比べる
ことを楽しむ。●色が出た素材を一覧表にして、どんな色に変わったかをみんなで共有
し合う。●色が出ないと、すり鉢で葉や実をすりつぶして色を出したり、出た色を紙や
布実染めて楽しむ。●雨の日も傘を差して草花を探しに行くほど夢中に､､､

★廃材製作
●「虫かごが足りない･･･」そんな“必要感”から「よし、虫かごを作ろう！」と言っ
て、段ボールで虫かごを作ったり、虫が入ると出にくくなるトラップまでつけたり、、、
●やがて、遊びに必要な物をすべて廃材等で作っていくように･･･。●毎日、職員室に廃
材や製作の材料を取りにきては、保育室全体に広げて遊び込んでいます。とうとう教材
庫にストックしていた廃材・自然物・製作材料等が殆ど無くなってしまう事態に！
自然との触れあいから始まる「作る（創る）楽しさ」をみんなで味わっています。
改めて後日、廃材を募集致します！

年長 稲刈り～脱穀 大切に育ててきた稲が、金色に輝き、頭を垂れ、いよいよ
稲刈りの時期を迎えました。初めは先生が手を持ち、次からは自分一人で鎌を持ち刈っ
ていきました。収穫した稲は、昨年刈った稲わらを使って縛り、馬にかけ、一週間干し
た後、千歯扱きと足踏み脱穀機を使って脱穀しました。もみすり・精米を終えたらいよ
いもよ収穫祭「もおにぎりパーティー」です！

稲の縛り方を知り、稲架掛けし、稲藁で遊び、お米を生で試食し、

稲と一緒に記念撮影 千歯扱きで脱穀 手で脱穀

すり鉢とボールで「もみすり」、今週中にビンと突き棒で「精米」をして、完成予定！
おにぎりパーティーが楽しみです！

稲刈り親睦会⇒雨の稲刈り！ <鉄腕クラブ＞
親子で育ててきた棚田の稲。いよいよ親子で収穫を行う予定でしたが、雨のため、有志
のお父様方と稲刈りを行いました。台風到来直前ということもあり、外ではなく、ホー
ルに干して何とか無事に稲を守ることができました。今後、秋祭りで脱穀を行い、その
後、精米までの作業は園で行い、稲作に参加された皆さんにお渡しする予定です！
※稲刈りは「畦塗り体験」か「田植え」に参加された方にのみご案内しております。


